
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

大阪府箕面市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 自治体職員 317 - - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） －

直営 26 対象 I 訓 救 臨 地 輪 - - 317 【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

138,368 34,067 非該当 ７：１ 317 - 317

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 95.2 95.5 88.7 90.5 90.7 当該値 95.9 96.9 89.1 91.2 91.5 当該値 88.7 91.9 108.3 116.1 124.5 当該値 90.8 90.5 86.4 90.3 88.8

平均値 97.7 98.0 97.2 97.0 97.8 平均値 90.2 91.1 90.1 89.6 89.7 平均値 80.7 73.1 76.3 80.7 75.9 平均値 70.6 71.3 72.6 73.5 74.1

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 52,806 55,911 55,669 54,789 56,478 当該値 11,541 12,075 12,448 13,180 13,459 当該値 56.4 55.0 61.3 59.1 59.6 当該値 19.2 19.5 20.4 20.9 21.3

平均値 48,921 50,413 50,510 50,958 52,405 平均値 12,272 13,096 13,552 13,792 14,290 平均値 55.6 54.8 55.8 56.1 56.0 平均値 23.2 23.9 23.8 23.9 23.6

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 60.3 60.4 62.9 65.3 66.8 当該値 68.8 67.7 71.5 75.6 77.3 当該値 67,181,032 70,247,104 70,607,006 71,004,319 71,783,552

平均値 48.9 50.3 49.8 50.9 51.9 平均値 65.4 65.7 65.0 66.8 68.2 平均値 41,593,368 42,578,034 45,645,830 47,082,778 48,918,364

経営比較分析表（平成30年度決算）

公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

　地域医療支援病院として、かかりつけ医との紹
介・逆紹介を推進するとともに、市内で唯一の二
次救急医療機関として救急医療の提供や、地域の
医療従事者に対する研修の実施等により地域全体
での医療レベルの向上に努めている。
　また、大阪府がん診療拠点病院として、国指定
の拠点病院と連携し、5大がんを中心とした治療
水準の向上や、緩和ケアの充実、患者・家族等に
対する相談支援を行い、地域でのがん医療の充実
に努めている。

　経常収支比率は類似病院平均値を下回り、医業
収支比率が平均値を概ね上回っているのは、当院
が繰入金に依存しない運営を行っているからであ
る。
　病床利用率、入院患者1人1日当たり収益、材料
費対医業収益比率は類似病院平均値よりも良好な
値を示している。
　1人あたり外来収益が類似病院平均値を下回っ
ているのは、当院がすべて院外処方箋を発行して
いるためと思われる。

　建設から35年が経過していることから、有形固
定資産減価償却率、 機器械備品減価償却率とも類
似病院平均値を上回っており、老朽化が進んでい
る。1床当たり有形固定資産 のが類似病院平均値
を上回っているのは、平成8年にリハビリテー
ション棟を増築した際に、リハビリテーション室
や研究室など比較的余裕のある施設配置をしたこ
とによるためである。

　平成28年度に病床利用率が86.4％まで低下し、
経常収支比率も88.7％となり大幅な赤字を計上し
た。
　このため、平成29年に従来の改革プランを見直
し、「新・市立病院改革プラン」を策定、その
後、平成30年8月に再度、目標数値を見直し、
「第三次市立病院改革プラン」を策定して経営改
革に取り組んでいる。
　また、施設の老朽化が進んでいることから、平
成28年度からリニューアルの調査検討に着手し、
平成29年度に移転建替の方針を決定した。
　建替にあたっては1床当たり有形固定資産の指
標にも注目し、過剰な投資とならないように配慮
し、効率的な運営ができる施設を整備していく。
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④病床利用率(％)
【74.9】
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③累積欠損金比率(％)
【64.1】
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②医業収支比率(％)

【89.7】
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①経常収支比率(％)

【98.8】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【52.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【14,708】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【52,412】


